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                         令和  年  月  日 

湯前議会議長  金子 光喜 様 

 

               湯前町議会議員 

 

 議員派遣として出席した研修の内容は、次のとおりでありました。 
 

期 間  令和８年１０月５日（月） 

場 所  議場 

目 的  子ども議会 

 

 

報 

 

 

告 

 

 

の 

 

 

内 

 

 

容 

 

１ 挨拶 金子議長、長谷町長   ２ 自己紹介 執行部、議会事務局 

３ 開会             ４ 一般質問 Ａ班～Ｆ班 

５ 閉会             ６ 学校長講評 村松教頭 

～所感～ 

中学生の目線から出された意見や提案は率直であり、毎回、町政を考える上で大変参

考になる。今回も個々の要望だけを見るのではなく、「なぜ中学生がこの質問をしたの

か」という背景や問題意識を捉え、その本質を今後の町政に生かしていくことが、執行

部だけでなく、議会や私自身にも求められていると感じた。 

今回の質問には、「人とのつながり」「子どものまちづくりへの参加」「安全・安心

な生活環境」など、これからの湯前町にとって重要な課題が含まれていた。特に、まん

が美術館への中学生等の作品展示、カーブミラーの清掃・点検、子どもの視点を生かし

た危険道路マップの作成については、子ども議会での提案だけで終わらせず、その後の

検討状況を確認しながら、必要に応じて町議会としても引き継いでいきたい。また、子

ども議会は、中学生が町の課題を自ら考え、行政に質問や提案を行う貴重な主権者教育

の機会でもある。町がどのように検討・対応したのかを子どもたちへ返していくこと

が、町政への関心や今後のまちづくりへの参加意識を高めることにもつながると考え

る。 

開催に当たっては、執行部及び議会事務局をはじめ関係者に多大なご協力をいただい

ている。今後も、子どもたちの意見を町政につなげる実りある取り組みとなることを期

待したい。 

 


